
 

立春が過ぎ，暦の上では「春」の始まりです。 給食では，小袋の「福豆」や「しもつかれ」等，季節

に合わせたメニューが目白押しです。以前は，皆で「鬼は～外！福は～内！」と教室中に豆まきを

した記憶があります。そのような中，年に一度の「手巻き寿司」の日，数人の子供たちから「先生，

南南東は，どっちですか？」と質問されました。今年の「恵方」とされている方角です。給食中に巡

回していると，やはり，南南東を向いて，自作の恵方巻（と思っているもの）を食べていました。 

他の教室にも，子供たちが折り紙で作った恵方巻，掲示物の「いいねの木」にぶら下がる鬼たち

等，食と季節，自分の経験を結び付けながら，学校生活を豊かにしている子供たちに感心します。                                     

 

 

 

 

 

 

おせち料理を「重箱」につめるのは，「福が重なるように」など，一つ一つの素材や料理に意味が

あり，その年，家族みんなが健康に幸せに過ごせるようにと昔から引き継がれている日本の文化

です。さらに，１月７日に食べる「七草がゆ」は，主に「一年の無病息災を願う」や「お正月の疲れた

胃腸を休める」など心身共に大切にするという意味があります。 

子供たちの中には，「春の七草」をすらすら言

える子が何人もいて感心しました。 
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1月のある日，地域の方から，嬉しいお電話をいただきました。 

 

 

 

 

そこで，調査を開始すると，すぐに 4年生の児童 6名であることがわかりました。早速，6名

を校長室に招いてインタビューをし，詳細を聞かせてもらいました。                                    
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★清掃プロジェクトのメンバー★ 

4年 1組 

久保野 碧 さん 

藺牟田泰希 さん 

俵積田陽人 さん 

 

 

 

 

 

 

★続いて実践を始めたメンバー★ 

4年３組 

田邊 來音 さん 

水口 留偉 さん 

渡邊 颯也 さん 

 

 

 

 

 

この行いは，「自主的」なものと捉えがちですが，それよりも「自治的」な行いです。「自治的」と

は，「自分たちのことを自分たちで決めること」です。どんなことでもそうですが，子供は，自分で

決めたことは必ず続けます。さぼりません。テストで 100点を採ったり，優れた成績を収めて表

彰されたりすることもよいことですが，今回の行いは，それらに匹敵，もしくはそれ以上に立派な

ものだと思います。   お電話をくださった地域の方にも感謝申し上げます。ありがとうございました。 

                                   

 

 

★校長室でインタビュー★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

    

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずみ 
宇都宮市立泉が丘小学校 学校だより 第１０号（２月）               ★ 重点合言葉 ★ 

育てよう 自分の「いいね」 

広げよう みんなの「いいね」 
 

 

 

 

 

 

発行 髙木 恵美 

 

 

 

 

 

 学校の東にある「せせらぎ通り」を歩いていたら，ゴミ拾いをしている数名の 
お子さんがいました。声を掛けると，誰かに頼まれたのではなく，自分たちで 
自主的に，定期的にやっているとのこと・・・。 

素晴らしい子供たちですね。ほめてあげてください。 
 

嬉しいニュースです 

お世話になっている地域
の人たちに「恩返し」をした
いなと思い，学級の友達を
誘ってみました。 

 
 
 
 
 

誘われたとき，とてもい
いことだと思って，始める
ことにしました。 

 
 
 
 
 

1月に転校してきた友達
も誘い，「清掃プロジェクト」
をスタートさせました。 

 
 
 
 
 

放課後，それを見て，自
分も「やりたい」と思い学級
の友達に相談しました。 

 
 
 
 

相談されて，「かっこうい
いな」「見習いたい」と思
い，学級に呼びかけました。 

 
 
 
 

競うのではなく，「一緒に
楽しくできたらいいね。」と
いう思いでやっています。 

 
 
 
 



子供たちを温かく見守ってくださっている地域・保護者の皆様の様子もお伝えします。 

HP等では，何度か発信させていただいていますが，宇都宮市の各小・中学校には「魅力ある学

校づくりの地域協議会」という学校の応援団となる組織があります。年 3回，会議を開催し，学校

の経営方針や育てたい子供像を共有，学習や生活の様子の参観などを通して，様々なご意見を

いただくものです。 

2月 1２日（木）に今年度最後の会議が開催され，学校マネジメントシステム全体アンケートの

結果を踏まえ，意見をいただいたので，一部ご紹介します。 

※アンケート結果の詳細は，3月上旬に学校 HPでお知らせします。 
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委員の皆様から，子供たちや教職員へのエールをいただけることは，とても嬉しいことです。 

また，それだけでなく，改善すべきことや課題についても率直なご意見をいただけることも，大

変ありがたいです。いただいたご意見については，迅速に対応できるよう取り組んでまいります。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校を訪問した際に，児童から挨拶してくれる子が増えたと思います。「一人は一校を代表する」というが，
一人からでも元気な挨拶をもらえると，とても清々しく感じます。 

第 3回地域協議会 
2月 12日（木） 
１８：００～ 
会議室 

 プロムナードを通る際に，校庭で体育の授業をしていて，教員と児童のよい関係を垣間見ることができま
す。 

 下校指導の際，挨拶を呼び掛けていると半数以上の子が挨拶を返してくれます。中には「いつもありがと
うございます。」と優しい言葉をかけてくれる子もいて嬉しく思います。 

 地域と小学校でコラボをして取り組めるものがあるといいと思います。そして，泉が丘地域がさらに活気
を増すといいですね。 

 散歩している際に下校中の児童に会うと，児童から先に大きく元気な声で「こんにちは。」とあいさつをし
てくれて元気をもらっています。 

 読書ボランティアと ICC文庫で子供たちと関わっています。先日，子供たちから，お礼状が届きました。 
とても丁寧な文字と文章で，たいへん感激しました。 

 学校は廊下に植木鉢などの物を置くなどして，児童が走らない環境づくりの工夫をしていると感じます。 

委員の皆様，ありがとうございました。

今後とも，よろしくお願いいたします。 


